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『新集蔵経音義随函録』における重紐反切について 

 
季鈞菲 

 
 
 

0	
 はじめに 
｢逢難字而隨讀隨抄、遇殊文而旋音旋切、積成一千餘紙、聚得十萬餘言1。｣

（難字に逢えば、すぐ抄録し、特殊な文字に遇えば、すぐ音切を施す。（結局）、

千枚余りの紙を累積し、十万余りの文字を聚めることになった。）この言は、『新

集蔵経音義随函録』（940）の巻末にある『慶冊疏文』の一部である。 
五代後晋の僧である可洪は蔵経には難字が多いことを痛感し、前後十年間ほ

どで厖大な音義書である『新集蔵経音義随函録』（『可洪音義』と略称する場合

が多い。本稿もこれに従う。）を編纂した。成立年代の比較的に近い仏典音義で

ある玄應の『一切経音義』（661）、慧琳の『一切経音義』（784-807）に比べ、『可
洪音義』は長く中国本土においては失われ、再発見されてからの時間もまだ長

くはないため、研究はあまり行われていない。本稿は重紐研究の立場に立脚し、

統計法、反切比較法、反切構造分析法2を以って『可洪音義』における重紐反切

を考察する。 
 
1	
 可洪と『可洪音義』	
 

1.1	
 可洪の紹介と編纂の理由	
 

可洪は五代後晋の僧で、漢中地域で生まれた3。彼の一生に関する記録は、歴

代の文献資料にはほとんど残されていない。遺憾ながら、手がかりとなるよう

な文献を見出せなかったので、ここでは鄭賢章 2007の以下の記載を再度引用す
る他ない。なお、原典に当たって引用に誤りがないか、確認してある。 
中国語原文： 
可洪（五代）、比丘、秦人、住長安石羊寺。初習儒業、能文。既皈仏、博通

経籍、時講説、座下恒盈百衆。有新集蔵経音義随函録三十巻4。 
 

                                                        
1	
 為五、八十四頁、裏面。 
2	
 中国語では｢反切结构分析法｣と呼ぶ。日本語訳は筆者による。 
3 
『可洪音義』では、各冊の最初に｢漢中比丘 可洪撰｣とある。 

4	
 比丘明復《中國佛學人名辭典》, 中華書局, 1988, p. 64。 
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日本語訳： 
可洪（五代）、比丘、秦の地域の出身であり、長安の石羊寺に住んだ。最初

は儒学を学び、文章を書くのに巧みであった。後に仏学を研鑽することになり、

経典及びその他の書籍に広く通じるようになった。（経典などを）講説する際に

は、講壇の下に聴きに来る人々は常に百人を超えた。著書に『新集蔵経音義随

函録』三十巻がある。 
この記述の基となった文献が何であるか、確認できていないが、一先ずはこ

れにより、可洪という人物の生涯は多少了解できる。 
『可洪音義』の序文では、同書編纂の理由を二つ挙げている。一. 蔵経には
誤った文字が多いことを痛感した。二. 諸家の音義には賛成できなかった。 

 
1.2	
 『可洪音義』の紹介と研究状況	
 

1.2.1	
 『可洪音義』の内容、成立過程と版本	
 

『可洪音義』は全三十巻である。巻頭には『蔵経音義隋函録前序』（可洪作）

と『序内文字音切』（可洪作）があり、巻末には『大蔵経音義随函録後序』（可

洪作）、『賛経音序』（希悟作）、『施冊入蔵疏文』（可洪作）、『慶冊疏文』（可洪作）

がある。 
高田 1994によれば、｢『可洪音義』は後唐の長興二年（931）十月七日から、
河中府方山の延祚寺蔵経を底本として、看経と稿本の作成にはいり、同清泰二

年（935）十二月三日に一応の作業を終えた。草稿の完成後、翌清泰三年から浄
書にかかり後晋の天福五年（940）六月二十日に完成し、序文（前序）を加えた。
ついで音義の完成を記念して斎会を設けるとともに、九月十五日をもって朝廷

に献呈した。｣という。これにより、編纂の大体の過程が知られる。 
また、許端容 1991は、『可洪音義』は長く高麗蔵本が唯一のテキストであっ
たが、敦煌遺書中には『可洪音義』写本の断片が数点存在することを初めて明

らかにした。また、敦煌写本と高麗蔵本とは、多少の異同が存在するものの、

両者は基本的に一致し、さらに高麗本の誤っている箇所を敦煌写本がやはり同

様に誤ったような場合もあることを論じている。 
 
1.2.2	
 『可洪音義』の研究状況	
 

仏典の音義を編纂する目的は、仏典の中で使われる漢字の発音と意味を説明

することである。そのため我々は、音義から仏典の成立した時代の豊富な音韻

事実を探り出すことが可能である。とりわけ、編纂者が使った反切の異同は、

我々に中古音から近代音までの音韻変化の証拠を与えてくれる。『可洪音義』は

典型的な仏典音義書であり、豊富な音韻材料を提供してくれるため、その研究
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価値はかなり高いことが予想される。近年、徐々にこれに関する論文、著作が発

表されるようになっている。以下、まず先行研究を簡単に紹介する。 

①許端容 1989 可洪新集藏經音義隨函錄音系研究 
系聯法を用いて『可洪音義』の反切を調査し、『可洪音義』の音系を研究し

た。帰納された声類は三十五種、韻類は百八十七種である。 
 
②高田 1994｢可洪随函録と行瑫随函音疏｣ 
豊富な文献を使い、『可洪音義』の版本、底本と敦煌写本を紹介し、その中

の反切を行瑫『随函音疏』と比較対照して考察した。 
 
③储泰松 2002 可洪音义研究5 
	
 储泰松 2004《可洪音义》札记 
前者で、『可洪音義』にある音注、音義反切を手かがりとし、韻類の変化、

特別な音変化などの究明に力を注いだ。ここでは反切材料の分析と細部の処理

がさらに緻密に行われている。その後、補論である後者で『可洪音義』の中の

小韻、篇韻、清濁、軽重などを詳しく解釈した。 
 
④黄仁瑄, 聂宛忻 2007 唐五代佛典音义音系中的舌音声母 
 黄仁瑄 2010a 唐五代佛典音义音系中的唇音声母 
 黄仁瑄 2010b 唐五代佛典音义音系中的全浊声母 
 黄仁瑄 2011a 唐五代佛典音义音系中的牙音声母 
 黄仁瑄 2011b 唐五代佛典音义研究 
黄氏は上の一連の論文で、唐五代の仏典音義の中の声母を全面的に考察した。

黄氏は『可洪音義』に見られる梵漢対音6の材料を分析し、許端容 1989 の研究
を補足している。その結論は、可洪音系の濁音声母は無声無気となっており且

つ同じ調音点の鼻音が先行するということであった。 
 
1.3	
 小結	
 

従来の研究は既に『可洪音義』の版本・音韻体系をめぐり、様々な面で豊か

な成果を挙げているが、細部にはまだ検討する余地があると言える。特に中国

語音韻史上の難問の一つ、｢重紐｣についてはほとんど言及されていない。本稿

では重紐を中心に考察を展開する。それにより、一方では従来の『可洪音義』

                                                        
5 
当該論文は储泰松氏のポストドクターの報告論文である。本文を目睹することができなかった

ため、やむを得ず鄭賢章 2007に紹介される論文の概要で代用した。 
6 
黄仁瑄, 聂宛忻 2007によれば、『可洪音義』には、梵漢対音は約 15000例あるという。 
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の研究を補足でき、他方では『可洪音義』から唐五代（宋の初頭）における重

紐の状況を明らかにできるであろうと考える。 
 
2	
 考察範囲と作業方法	
 

本節では、本稿の考察範囲及び資料を取り扱う際の作業方法を紹介する。 
 
2.1 考察の範囲	
 

周法高 1989 は、｢いわゆる重紐というのは、『切韻』系韻書の中で、同じく
三等に属する（同一韻中の）唇牙喉音声母小韻に（声母を同じくする）二種の

反切があり、それを『韻鏡』、『七音略』などの早期韻図では、（一枚の転図にお

いて）その一方を三等の欄に置き、一方を四等の欄に置く現象である。｣と重紐

を定義した7。しかし、重紐現象はただ『切韻』系韻書の中だけに見られるので

はなく、『玉篇』、『慧琳音義』、『蒙古字韻』など様々な『切韻』と異なる音韻体

系を反映する資料の中にも現れている。また、重紐韻の範囲も研究者によって

意見が相違する。伝統的な研究では、重紐の対立は支、脂、祭、真（諄）、仙、

宵、侵、塩という八つの韻の唇牙喉音声母の下で発生すると考えられているが、

これ以外の韻にも枠を広げるべきだと主張する説もある。本稿では一番広く認め

られている説に従い、｢清－庚三8、幽、蒸9｣の四韻も考察の範囲に含める。他

方、云母（匣三）と以母の対立は重紐の対立ではなく、韻図では見かけ上重紐

の対立と同じようになっているに過ぎないものとして、本稿では重紐韻声母か

ら除外する。 
つまり、本稿では『切韻』（一部『集韻』）の支、脂、祭、真（諄）、仙、宵、

侵、塩、清－庚三、幽、蒸という十二韻の対立があるとされる唇牙喉音声母（云

母、以母を除外）小韻所属字を考察の対象範囲とする。 
 
2.2	
 作業方法	
 

資料の信頼性を確認するのは音韻研究の前提である。本稿で使用する基本テ

キストは明治 18 年（1885 年）に弘教書院によって出版された『大蔵経』であ
る（いわゆる『縮刷蔵経』）。『可洪音義』は音義部の中の為一から為五までであ

                                                        
7 
（	
 ）内の字句は、筆者が加えたもの。従来の研究では、三等の欄に置かれるのを重紐B類（ま
たは乙類）と呼び、四等の欄に置かれるのを重紐A類（または甲類）と呼ぶ。 
8	
 太田 2013は佐々木 1983（pp. 392−438）の説を踏まえ、『切韻』の基づいた先行韻書の中には庚
と清を分けないものがあると説明し、庚三と清は相補分布で典型的な重紐韻の分布パターンだと

主張している。（p. 81）本稿では、太田説を採用して庚三と清韻の考察を行う。 
9 
平山 1972は、蒸韻は唇音はB, 牙喉音合口はBで、牙喉音開口はBと Cの両方があるという変
則的状況を指摘している。 
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る。完全な伝本は高麗蔵所収本のみだが、この弘教書院版大蔵経所収本はその

活字版で、字体の判読が容易であることが利点である。但し逐次東京稀覯典籍

蒐集会 1936影印の東京増上寺蔵高麗刊本も参照した。 
『可洪音義』を通覧すると、二点の特徴が見られる。 
①他の音義書、韻書、字書を参照したところが多い。 
例えば、｢鄯鄯、時戰反、西域國名也。切韻作鄯善、常演也10。｣、｢騾馬婁、

上洛禾反、下音樓、玉篇云馬類也11。｣しかし、可洪は全て無批判に利用するわ

けでなく、きちんと吟味してから取捨を判断していると考えられる。このこと

は、例えば、｢鐵推、直垂反、正作鎚錘推三音、江西音作錘丈位反、非也12。｣、

｢悲懴、倉歷反、痛也、正作慽。又郭氏作私占反、非也13。｣のような記載から

窺える。 
従って、『可洪音義』に現れる反切に対して他の音義書類の反切と同一の音

韻体系を反映するものとして考察することには支障がないと言えよう。 
②異体字、別字、俗字が多い。 
前序によれば、編纂者の可洪は従来の経典音義書にある異体字、別字、俗字

をできる限り一つに定めることに努力したことがわかるが、やはり徹底しては

いない。例えば、｢憔悴｣と｢顦顇｣、｢淫泆｣と｢婬妷｣、｢瘖痖｣と｢喑啞｣の併用が

まさにそれである。反切の有効性を保つためには、これらの異体字を一つの通

用字に直さなければならない。 
従って、作業の方法として、筆者はまず重紐韻の所属字を網羅的に集め、そ

の後、許端容 1989, 鄭賢章 2007,教育部異體字字典（台灣學術網路十一版（正式
五版））を参考にして、別字、俗字を統一した。 
以上の二点に基づき、筆者は総計 27597条の重紐反切を得た。重切、誤切を
除くと、最終的に総計 710条となった。以下の表 1を参照されたい。 

 
表1	
 重紐反切統計表	
 

	
 	
 	
   声類   

重紐 
唇音 牙音 喉音 総計 

A類 211 112 39 362 

B類 109 185 54 348 

総計 320 297 93 710 

                                                        
10 為四、六十九頁、裏面。 
11 為四、三十九頁、裏面。 
12 
為四、三十五頁、裏面。 

13 為四、三十九頁、表面。 
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3	
 重紐韻の実態	
 

本節では『可洪音義』における重紐反切の実態を紹介する。分析に当たって

は｢類相関｣の考えを用いる。平山 1966によれば、｢類相関｣というのは重紐韻を
A, B, 非重紐韻を Cとすると重紐韻は反切上字が Aであれば、下字が何であろ
うと帰字は A, 反切上字が Bであれば、下字が何であろうと帰字は B, 上字が C
の場合は下字がAの場合は帰字はA, 同様に下字がBの場合には帰字はBとな
るというふうに帰字、上下字の間に類の相関関係が見られることをいう。パタ

ーン化して示すと、A+A, A+B, A+Cはいずれも帰字 A; B+A, B+B, B+Cはいず
れも帰字 B; C+Aは帰字 A; C+Bは帰字 Bという関係である。この関係を利用す
ることで、帰属未詳の帰字について、上下字が Aなのか Bなのかを判断するこ
とができ、また唇牙喉音声母以外の重紐の対立の無い声母が音声的に Aに近い
のか、Bに近いのかを判定することもできる。 

 
3.1	
 反切下字	
 

3.1.1	
 A 類、B類下字	
 

まず、上字の如何を問わず、A類、B類反切における下字の状況を見てみよ
う。結果は以下の表 2の通りである。 

 
表2	
 反切下字分布表	
 

	
 	
 下字	
 

帰字	
 
A類	
 B類	
 C類	
 知組	
 精組	
 章組	
 荘組	
 日母	
 来母	
 云母	
 以母	
 四等	
 

A類	
 90 10 13 9 44 69 0 25 34 0 52 16 

B類	
 6 238 14 3 6 14 1 0 41 17 8 0 

 
この表では B+A→B, A+B→Aの例を除去していないが、それらを不純物とし
て含んでいるにしても、A類、B類下字に絞って言えば、帰字と下字の重紐類
別の一致する反切が絶対多数である。今、その不純物を含むと考えられる帰字

A－下字B, 帰字B－下字Aはそれぞれ 10例と 6例であり、帰字A－下字A, 帰
字 B－下字 Bに比べると、量的にはごく僅かである。以下にそれらの例外反切
をまとめて掲げる。（表のうち、1-10は帰字 A－下字 Bの例であり、11-16は帰
字 B－下字 Aの例である。） 
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歸字  聲母 韻母 重紐 上字 重紐 下字 重紐 
1 臂   幫  寘  A  卑  A  義  B 
2 譬   滂  寘  A  匹  A  義  B 
3 辟   並  寘  A  普   義  B 
4 辟   並  寘  A  毗  A  義  B 
5 表   幫  小  A  彼  B  矯  B 
6 褊   幫  獮  A  匹  A  錦  B 
7 蔽   幫  祭  A  毗  A  被  B 
8 幼   影  幼  A  伊  A  謬  B 
9 藝   疑  祭  A  其  C  綺  B 
10蹻   溪  宵  A  去  C  憍  B 
 
11佶   羣  質  B  耆  B  一  A 
12彪   幫  幽  B  彼  B  幽  A 
13驫   幫  幽  B  補   幽  A 
14繆   明  幼  B  眉  B  幼  A 
15謬   明  幼  B  美  B  幼  A 
16嶠   羣  笑  B  巨  C  要  A 
 
帰字－上字が一致している 1, 2, 4, 6, 7, 8, 11, 12, 14, 15は類相関の観点から不
純物として除去すべき B+A→B, A+B→Aのパターンである。これらは重紐両類
の区別を反切上字が担っていると理解して支障はないであろう。しかし、B＋B
→A（5）, C＋B→A（9, 10）, C+A→B（16）のパターンとなった反切はどうし
ても類相関では説明がつかない（A+A→B, A+B→B, B+A→Aは皆無）。説明が
可能なのは、下字の｢義｣と｢被｣である。平山 1977（pp. 9-10）によれば、中古
音では唇音去声の場合には A類韻母、B類韻母の音声的差異があまり明瞭でな
かったと推定している。｢被｣は支韻去声並母字であるため、平山説を適用でき

る。さらに、平山氏の考察によれば、支韻去声に属する｢義｣は A, B両類の反切
に共通して下字となることがよく見られる。この意味では、『可洪音義』で見ら

れる下字｢義｣の例外的用法は実は例外ではあるまい。 
また、『慧琳音義』14を見ると、中古音の体系（『切韻』系統）で A 類である
帰字｢表｣（5）と｢蹻｣（10）は、｢表、筆夭；碑矯｣、｢蹻、起驕｣となっており、

                                                        
14 上田正 1987『慧琳反切總覧』を参考にしている。｢表｣と｢蹻｣との反切は共に同書の p. 88から
引用したものである。 
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上田正 1987ではどちらも B類とされている。『可洪音義』では、この｢表｣（5）
と｢蹻｣（10）の反切はそれぞれ一種類しかなく、恐らく可洪の音韻体系ではこ
の二字は A類ではなく B類となっていたのであろう。 
上で述べた点に基づいて言えば、円滑に解釈できない例外反切は僅か 9, 13, 

16という 3例しかなくなる。9の｢藝｣について、A類説が一般的であるが、太
田 2014（pp. 42-43）は、もともと｢鼻削ぎの刑｣という忌避の意識が働く意味を
持つ B 類の｢劓｣と同音であった｢藝｣はタブー語との同音関係を解消するため、
体系的な空き間であった A類に読み替えられた、とする。これによれば、｢藝｣
はもともと B 類ということになり、古音遺留の可能性もある15。しかし本稿は

暫く通説に従い、A類とする。これで計算すれば、帰字－下字の対応関係では、
A類、B類下字の一致率は（90+6+10+238−3）÷（90+6+10+238）≈99.13％とな
る。しかし、注意すべきなのは、この数字はあくまでも推定上の最大値に過ぎ

ないということである。 
 
3.1.2	
 ｢C＋C｣と｢C＋四等｣の分布状況	
 

唐代に入ると次第に中古音の音韻体系が変化し始める。C類韻母とB類韻母、
中古四等とA類韻母との合流はその例である。重紐反切でそれを検証するには、
上字が C類の反切で下字と帰字の相関状況を見なければならない。そこで本節
では｢C＋C｣と｢C＋四等｣のパターンを対象に『可洪音義』におけるその二種類
の合流がどうなっているか調べることにする。 
筆者の調査では、｢C＋C｣のパターンは総計 11例見られた。そのうち、C＋C
→A, C＋C→Bはそれぞれ僅か 4例と 7例にとどまり、この数値から後者が前者
に比べ量的に優位にあるとは言い難い。『可洪音義』において A 類反切は 362
例、B類反切は 348例で、A類反切の総数が B類のそれより少ないとは言えな
い。むしろ A類の方が若干多いくらいであるから、4と 7という数値の差から
見ると、C類は A類より B類のほうに近いと考えて良いだろう。恐らく、『可
洪音義』において、一部の C類と B類が合流し始めていると思われる。 
また、｢C＋四等｣のパターンは総計 5例あり、帰字は一律 A類である。例が
少なく、実証能力も非常に強いとは言えないが、結果を見ると、一先ずは中古

四等と A類韻母の合流はかなり進んでいると言えそうである。 
 
	
 

                                                        
15 太田 2014は、董同龢 1944 / 1948及び張日昇等 1973における上古音との対応に基づき、｢執｣｢蓺｣
｢槸｣は祭部→祭Bの変化を遂げているから、｢藝｣もまたBと判断できると指摘している。 
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3.1.3	
 舌歯音下字	
 

舌歯音字が A類音節、B類音節のいずれに共通する音声特徴を持つかという
問題は常に重紐研究の中の難問の一つである。とりわけ、来母と知組の帰属に

ついては｢中間説｣16と｢B類説｣とに分かれて定説を見ない。辻本 1954は来母・
知組を B 類と認める説を提起していが、平山 1991 は辻本 1954 を支持する森
1983を批判し、｢中間説｣を改めて主張している。中国では、麦耘 1998, 潘悟云
2001も｢中間説｣を主張している。本節では資料研究の面から『可洪音義』にお
ける舌歯音字の帰属を考察する。考察する際に、平山 1991で用いられる方法に
従い、第一式反切と第二式反切17、即ち C＋X→A, C＋X→Bと A＋X→A, B＋X
→B のパターンを取る反切を共に材料とする18。その理由について、平山 1991
は｢第二式反切にあっては被切字の類別が上字によって一応示されているとは

いえ、下字もまた被切字に合わせて選ばれるのが原則だからである。｣とする。

換言すれば、反切の口唱性を追い求めるからであろう。 
考察の結果は表 3と表 4の通りである。 
 

表3	
 第一式反切舌歯音字分布表	
 

	
 	
 	
 	
 下字 

帰字 
知組 精組 章組 荘組 日母 来母 云母 以母 

A類 8 14 20 0 3 6 0 23 

B類 3 6 10 0 0 37 10 7 

 

表4	
 第二式反切舌歯音字分布表	
 

	
 	
 	
 	
 下字 

帰字 
知組 精組 章組 荘組 日母 来母 云母 以母 

A類 1 24 31 0 17 23 0 21 

B類 0 0 4 1 0 7 7 1 

 
類相関の観点で考えれば、重紐の対立のない声母が音声的に A類、B類のい
ずれに属するかということについては、C＋X→A, C＋X→Bのパターンを取っ
た第一式反切でしか検証することができない。第二式反切は上字が優先されて

                                                        
16 ｢中立説｣、｢中性説｣とも言う。 
17 平山 1977（pp. 3-4）では、論述の便宜上、A類反切、B類反切においてC類上字を用いたもの
を第一式反切と呼び、帰字の類に合わせてA類上字（｢匹｣を除く）、B類上字を各々用いたものを
第二式反切と呼んでいる。 
18 Xは帰属未定の意味である。 
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帰字の帰属が決定されるので、そのデータはせいぜい傾向を判断するための参

照材料に過ぎない。表 3で示すように、第一式反切において精組、章組、日母、
以母字は A類に近い性質を示し、来母字、云母字は B類に近い性質を示す。荘
組は該当例がなく、重紐に関する傾向の判断ができないため、検討の対象から

外す。問題は知組である。従来の｢中間説｣および｢B類説｣とは異なり、『可洪音
義』では知組字は A類に近い性質を示す。先行研究を調べると、知組字は資料
によって常に A類と B類の間を揺れている。筆者がかつて考察した隋の『博雅
音』では知組字は 8 例しかないが、すべて B 類反切の下字に充てられている。
恐らく、このような文献間の揺れがあるからこそ、知組字は｢中間的｣とされた

のであろう。いずれにせよ、データから言えば、『可洪音義』において知組字は

A類と判断すべきである。 
参考までに、表 4のデータも見てみよう。知組、精組、章組、日母、以母字
のグループと云母字は第一式反切で検証した結果と一致し、それぞれ A類、B
類的な性質を示している。しかし、来母字の帰類統計数値は奇妙であり、第一

式反切と第二式反切で完全に異なる状況をなしている。統計数値からは、前者

では B類に近く、後者では A類に近い性質を示すと言える。しかしながら、こ
のような状況から直ちに『可洪音義』における来母字は結局のところ｢中間的｣

だとする訳にはいかない。とりあえず、第一式反切の統計数値に基づき、『可洪

音義』における来母字を｢B類的｣とするしかないであろう。 
潘悟云 2001（p. 109）は｢重紐三等－云母－知組来組－章組－精組以母－重紐
四等｣のように重紐三等と重紐四等をそれぞれ両極にして、それぞれの舌歯音字

と重紐両類の遠近関係をまとめている。それを少し調整して、『可洪音義』にお

ける舌歯音字と重紐両類の遠近関係を示すと以下のようになる。 
｢重紐三等－云母－来組－知組－章組－精組－以母－日母－重紐四等｣ 
 
3.2	
 反切上字	
 

次に、反切上字の状況を見てみよう。まず、下字の如何を問わず、A 類、B
類反切における上字の分布状況を掲げる。結果は表 5の通りである。 

 
表5	
 反切上字分布表	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 上字 

帰字 
A類 B類 C類 一等 二等 四等 

A類 172 2 112 67 0 9 

B類 2 101 227 16 1 0 
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A類、B類上字に絞って言えば、基本的にそれぞれ A類、B類帰字に対応す
るが、各々2例の例外が存在する。以下にこれらの例外反切を掲げてみる。（表
のうち、1-2は帰字 A－上字 Bの例であり、3-4は帰字 B－上字 Aの例である。） 

 
歸字 聲母 韻母 重紐 上字 重紐 下字 重紐 
1 表  幫  小  A  彼  B  矯  B 
2 牝  並  軫  A  秘  B  忍  
 
3 禀  幫  寑  B  匹  A  錦  B 
4 嚊  滂  至  B  匹  A  俻  B 
 
3.1.1で述べたように、｢表｣は可洪の音韻体系においておそらく B類として現
れるため、例外反切から取り除くことができる。残りの 3例はそれぞれ｢秘｣と
｢匹｣を上字として使っており、問題を解く鍵はこの二字にある。平山 1977（pp. 
1-2, pp. 16-18）では、｢匹｣の用法は C類上字と同じ、すなわち｢匹＋A→A, 匹＋
B→B, 匹＋C→C｣だと指摘している。その後、遠藤 1990；2001は平山説を踏ま
え、A類反切上字｢匹｣のような、類相関で C類上字と同じ働きを持ついわゆる
｢稀少反切上字｣の分布とその存在する理由を述べ、また同論文の p. 8では｢秘｣
と同じ諧声符を持つ｢必｣を列挙している。李秀芹 2006（pp. 147-149）では｢必｣
が｢匹｣と同じ働きを持つと論じている。そのため、反切上字の｢秘｣は｢匹｣と同

じ働きを持つ可能性が高いと予想される。従って、｢稀少反切上字｣の観点から

考えると、残りの 2, 3, 4も例外反切とはならない。結局、帰字－上字の対応関
係において、例外はゼロとなり、A類、B類上字の一致率は 100％である。 
次に中古一等、二等、四等上字について述べる。中古一等上字の問題は次節

で論じることにしたい。また、中古二等上字は僅か 1例しかないため、信頼性
の高い結論は出しにくい。中古四等上字は 9例あるが、すべて A類反切の上字
に充てられている。そのうち、｢四等＋A｣2例、｢四等＋C｣2例、｢四等＋以母｣
1例、｢四等＋章組｣3例、｢四等＋精組｣1例がある。以母、章組、精組字は既に
｢A類的｣であることが明らかになっているが、これらをA類と同一視するなら、
四等字＋Aの組み合わせの重紐反切は下字によって帰字の帰属が決定される、
つまり C＋A→A のパターンと同じと見なされる可能性がある。そのため、四
等韻と A類の合流を検証するには｢四等＋C｣のパターンが対象となる。例が僅
か 2例しかないが、すべて A類帰字を導いているため、一応｢A類的｣と判断し
ても無理はないであろう。結局、3.1.2 で議論した｢C＋四等｣のパターンと同じ
結果になる。やはり、『可洪音義』において中古四等と重紐四等（A類）との合
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流はかなり進んでいると言えるであろう。この点、先に指摘した『可洪音義』

ではC類韻母とB類韻母との合流はまだ進んでいないという点とは軌を一にし
ておらず、唐代音韻史における韻の合流状況（C類と B類、A類と四等韻の合
流）と完全には一致していないように見える。 
 
3.3	
 中古一等上字	
 

本節ではこれまで棚上げにしてきた中古一等上字の問題を取り上げる。その

分布状況は表 6の通りである。 
 

表6	
 中古一等上字分布表	
 

	
  下字 

帰字 
A類 B類 C類 知組 精組 章組 荘組 日母 来母 云母 以母 四等 

A類 23 1 1 0 5 15 0 4 5 0 7 6 

B類 1 14 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 

 
量的には A類に近いように見えるが、下字ごとに観察すれば、実は中古一等
上字を取った重紐反切は下字（C 類字、来母字除外）の重紐帰属、傾向に従っ
て帰字の重紐帰属が決定されることがわかる。李秀芹 2006（pp. 149-151）によ
れば、中古前期の資料では中古一等上字を取った重紐反切は量的に少なく、傾

向も明白でない。氏が調査した『経典釈文』、『切韻』、『慧琳一切経音義』、『説

文解字繋伝』、『広韻』、『集韻』という六種の資料では、『集韻』だけ中古一等上

字を 10％以上使っている一方、他の資料ではすべて合わせても 4％にも満たな
い。『可洪音義』では 83÷710≈11.69％を使っているため、多用する部類に入る
と言える。この 83例の一等上字には模韻/o/12例、姥韻/o/28例、暮韻/o/21例、
號韻/ɑo/2例、唐韻/uaŋ/5例19、鐸韻/uak/14例20、談韻/ɑm/1例が見られ、いずれ
も唇音的性質を持つ韻類である21。現時点でこの点について詳細な議論を行う

のは困難であるため、重紐韻の変化の一側面を示すという指摘にとどめ、さら

なる検討は今後に譲りたい。 
 
	
 

	
 

                                                        
19 すべて唇音字である。 
20 すべて唇音字である。 
21 //内の推定音価は平山 1967（pp. 146-148）による。『可洪音義』に反映した音韻体系は唐代以降
における韻の合流が見られるはずであるが、とりあえず参考として中古音の推定音価を挙げておく。 
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3.4	
 小結	
 

以上、『可洪音義』における重紐反切の下字と上字について考察を行った。

結論として次の四点が挙げられる。第一に、A類、B類下字と上字は共に帰字
の帰属を決定することができる（一致率はそれぞれ99.13％, 100％）。潘悟云2001
（p. 108）では、｢如果某種音類特征的反切行為有時候反映在反切下字、有時候
反映在反切上字、這種音類特征一定是介音方面的特征。｣（もしも、ある種の音

類的特徴が時には反切下字で反映され、時には反切上字に反映されるというこ

とであるならば、この種の音類的特徴は必ずや拗介音の方面の特徴であろう。）

という推論をしている。『可洪音義』における重紐両類の対立もまさに拗介音の

対立なのであろう。第二に、舌歯音のほうは A類的、B類的とはっきりと分か
れている。即ち、精組、章組、日母、以母字は A類的であるが、来母字、云母
字は B類的である。知組のほうは、従来の説と違い、『可洪音義』では A類的
な振る舞いを示す。第三に、C 類と中古一等上字は相配する下字の帰属、傾向
によって帰字の重紐帰属を決定する。第四に、C類字と B類字との合流は中古
四等と A類字との合流ほど顕著ではない。このような不均衡は本当に『可洪音
義』ないし可洪が操る音韻体系の特徴なのか、あるいは B類反切が C類字と B
類字の合流を起こしていない文献から反切用字を利用したことによって、C 類
字と B類字との合流が遅れているように見えるだけなのか、その究明は今後の
研究の課題である。 

 
4	
 通時的意義	
 

黄笑山 1996は、『切韻』時代の重紐は拗介音に区別があったとし、中唐五代
になって重紐の区別は｢声母の違いとなった｣と論じている。しかし、第 3節で
の考察を通して、後晋に成立した『可洪音義』における重紐の区別は依然とし

て拗介音の区別とすべきであることがわかる。それに対して、李秀芹 2006は、
後唐に成立した『朱翱反切』における重紐反切は完全に上字によって帰字の帰

属が決定されるとする。つまり、『朱翱反切』における重紐の区別は声母にある

ことになっている。 
成立年代から見ると、『朱翱反切』は後唐（約 937-975）であり、『可洪音義』
は後晋 940年であり、非常に近い。では、なぜ両者の間にこのような明瞭な違
いが見られるのであろうか。もちろん、『朱翱反切』は南朝の地域で作られたも

のであり、『可洪音義』は漢中、要するに北方地域で作られたものであるから、

所拠方言の違いが生じたという可能性も否定できない。また、他の可能性も考

えられる。『朱翱反切』は字書に施す音注、『可洪音義』は仏典に施す音注であ

るため、両書の作者は異なる立場に立ち、伝承した音注の系統、習慣なども異

165『新集蔵経音義随函録』における重紐反切について



 

なる。このような原因で生ずる各々の特徴は通常、一種の｢音注資料の守旧性｣

と考えられ、当該文献の編者の音韻体系の現れとは言い難い。編纂者の実際に

操る言葉にはそのような特徴はなかったという可能性も少なくないのである。

しかし、既に述べたように可洪は音注を施す時に、無批判に従来の反切と直音

を踏襲している訳ではなく、きちんと吟味してから取捨を判断しているため、

個々の音注には彼自身の音韻意識が十分に反映されていると言ってよいだろう。

こういった観点に立って全体を見れば、『可洪音義』に反映される五代の漢中地

域の音韻体系における重紐両類の違いは拗介音の違いにあると大まかに判断で

きる。 
 
5	
 おわりに	
 

｢凡具音切者總一十二萬二百二十二字、首尾十載、綴撰方周、用紙九百張、

寫成十五笧。目曰藏經音義隨函錄焉22。｣（音切を施したのは総じて十二万二百

二十二字であり、首尾十年間を使って、ようやく編纂を終えた。九百枚を要し、

十五冊となった。書名を蔵経音義随函録という。）厖大な『可洪音義』は豊富な

音注資料を提供してくれる。本稿は主にその中の重紐反切を対象に、『可洪音義』

における重紐の実態を多面的に考察した。もちろん、重紐の通時的研究にあっ

て、一部の資料だけから獲得できる情報はかなり限られているが、このように

一つ一つの資料について重紐の状況を明らかにし、方言的特徴、先行小学書の

継承関係などに配慮しつつ、時系列上に並べて相互の差異を考察するようにす

れば、重紐の通時的変遷の全貌を究明することが可能になるであろう。 
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付録一：A類重紐字反切一覧 
 
支韻 
聲母 歸字 上字 下字 
幫 椑 補 吉 
幫 卑 必 支 
幫 裨 必 支 
幫 卑 補 支 
幫 裨 補 支 
幫 痺 卑 至 
幫 痺 必 至 
幫 卑 卑 爾 
幫 卑 必 爾 
幫 卑 并 爾 
幫 椑 蒲 卑 
幫 痺 卑 利 
幫 卑 并 弭 
幫 卑 必 脾 
幫 錍 必 脾 
幫 卑 必 啤 
並 脾 蒲 支 
並 蜱 閇 支 
並 脾 步 支 
並 脾 卑 至 
並 脾 蒲 卑 
並 裨 蒲 卑 
並 脾 步 卑 
並 埤 步 卑 
並 蜱 步 卑 
並 脾 步 米 
並 脾 步 未 
並 蜱 鼻 兮 
明 彌 莫 卑 
見 規 吉 隨 
見 規 居 隨 

見 規 古 隨 
溪 窺 去 規 
羣 翅 吉 以 
羣 衹 巨 以 
羣 翅 計 以 
羣 岐 祁 以 
羣 祇 虬 逸 
羣 跂 巨 迤 
羣 翅 吉 支 
羣 岐 巨 支 
羣 跂 巨 支 
羣 歧 巨 支 
羣 蚔 巨 支 
羣 翅 告 支 
羣 翅 手 智 
羣 翅 久 馳 
羣 翅 吉 利 
羣 岐 祁 擊 
羣 翅 吉 豉 
 
紙韻 
聲母 歸字 上字 下字 
幫 俾 普 米 
幫 俾 步 米 
幫 俾 卑 婢 
幫 箄 卑 婢 
幫 俾 卑 爾 
幫 箄 卑 爾 
幫 俾 卑 弭 
幫 髀 卑 弭 
幫 髀 步 弭 
滂 仳 芳 七 
並 婢 亡 俾 
明 弭 莫 爾 
明 弭 彌 爾 
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明 弭 彌 耳 
明 弭 弭 婢 
明 弭 彌 婢 
見 枳 吉 以 
見 枳 吉 以 
見 枳 居 以 
見 枳 居 以 
見 枳 經 以 
見 枳 居 岐 
見 枳 吉 爾 
溪 企 輕 以 
溪 吱 吉 支 
溪 吱 九 支 
溪 企 丘 須 
溪 企 去 知 
溪 吱 吉 離 
溪 企 去 兮 
溪 跂 丘 弭 
溪 企 丘 弭 
溪 跬 丘 弭 
 
寘韻 
聲母 歸字 上字 下字 
幫 臂 卑 義 
滂 譬 匹 義 
並 辟 普 義 
並 辟 毗 義 
溪 企 去 至 
溪 企 詰 智 
溪 企 丘 智 
溪 企 去 智 
溪 蚑 去 智 
羣 篳 卑 蜜 
影 縊 一 賜 
影 縊 於 智 

脂韻 
聲母 歸字 上字 下字 
滂 紕 匹 夷 
滂 紕 匹 比 
並 比 步 夷 
並 琵 步 夷 
並 琵 蒲 脂 
並 仳 蒲 脂 
並 比 步 脂 
並 琵 步 脂 
見 飢 居 夷 
見 肌 居 夷 
羣 祁 巨 伊 
羣 葵 巨 惟 
羣 葵 巨 維 
羣 葵 巨 追 
羣 祁 巨 尸 
影 吚 一 耆 
影 伊 於 耆 
 
旨韻 
聲母 歸字 上字 下字 
幫 匕 卑 履 
幫 秕 卑 履 
幫 粃 卑 履 
見 机 居 旨 
見 机 居 履 
羣 跽 其 履 
羣 跽 其 儿 
羣 跽 求 几 
羣 揆 求 癸 
羣 揆 其 癸 
 
至韻 
聲母 歸字 上字 下字 
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幫 庇 卑 至 
幫 庇 必 至 
幫 庇 必 利 
幫 庇 邊 豉 
明 寐 忙 私 
明 寐 迷 私 
明 寐 忙 至 
明 寐 彌 二 
明 寐 忙 利 
明 寐 蜜 利 
明 寐 彌 利 
明 寐 莫 犁 
溪 棄 詰 利 
溪 棄 輕 利 
羣 悸 求 季 
羣 悸 巨 季 
羣 悸 其 季 
 
祭韻 
聲母 歸字 上字 下字 
幫 蔽 蒲 祭 
幫 蔽 必 祭 
幫 蔽 步 祭 
幫 蔽 毗 祭 
幫 蔽 必 際 
幫 蔽 毗 際 
幫 蔽 博 世 
幫 蔽 必 世 
幫 蔽 步 世 
幫 蔽 毗 被 
幫 蔽 博 例 
幫 蔽 毗 例 
幫 蔽 蒲 袂 
幫 蔽 博 袂 
幫 蔽 博 袂 

幫 蔽 必 袂 
幫 蔽 步 袂 
幫 蔽 毗 袂 
幫 蔽 毗 拽 
並 幣 蒲 世 
並 幣 毗 例 
並 幣 蒲 袂 
明 袂 彌 祭 
明 袂 彌 世 
疑 䆿 魚 祭 
疑 藝 魚 祭 
疑 藝 五 祭 
疑 藝 魚 世 
疑 藝 魚 例 
疑 䆿 牛 列 
疑 藝 其 綺 
 
真韻 
聲母 歸字 上字 下字 
幫 鑌 比 頻 
幫 濱 必 頻 
滂 繽 匹 賓 
並 蘋 毗 賓 
並 嚬 毗 賓 
明 泯 彌 真 
影 因 一 真 
影 氤 一 真 
影 闉 一 真 
影 㖶 於 賢 
影 湮 於 真 
影 㖶 於 真 
 
軫韻 
聲母 歸字 上字 下字 
並 牝 毗 刃 
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並 牝 蒲 忍 
並 牝 秘 忍 
並 髕 步 忍 
並 牝 毗 忍 
並 臏 毗 忍 
並 臏 毗 民 
明 泯 彌 引 
明 澠 彌 引 
明 泯 莫 忍 
明 泯 民 忍 
明 泯 彌 忍 
明 澠 彌 兗 
見 緊 吉 引 
見 緊 居 引 
見 緊 吉 忍 
見 緊 居 忍 
 
震韻 
聲母 歸字 上字 下字 
幫 擯 卑 進 
幫 殯 卑 進 
幫 鬢 卑 進 
幫 殯 賓 進 
幫 儐 卑 刃 
 
質韻 
聲母 歸字 上字 下字 
幫 必 卑 一 
幫 畢 卑 吉 
滂 匹 普 一 
滂 匹 普 吉 
滂 匹 普 必 
並 比 步 一 
並 苾 毗 吉 
並 馝 蒲 必 

並 泌 頻 必 
並 苾 毗 必 
並 邲 毗 必 
並 邲 毗 吉 
並 比 毗 律 
明 榓 莫 必 
見 鞊 去 吉 
溪 蛣 丘 吉 
 
諄韻 
聲母 歸字 上字 下字 
見 均 古 勻 
見 均 吉 旬 
見 均 居 旬 
見 均 古 旬 
見 均 吉 巡 
見 鈞 吉 旬 
見 鈞 居 旬 
 
術韻 
聲母 歸字 上字 下字 
見 橘 居 律 
 
仙韻 
聲母 歸字 上字 下字 
幫 鞭 卑 連 
幫 鞭 布 連 
滂 翩 匹 連 
明 綿 覓 延 
明 綿 彌 田 
明 綿 莫 連 
明 綿 彌 連 
見 甄 居 延 
見 甄 古 延 
見 甄 居 賢 
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影 悁 於 緣 
 
獮韻 
聲母 歸字 上字 下字 
幫 褊 匹 錦 
幫 褊 邊 緬 
幫 褊 卑 面 
幫 褊 匹 連 
幫 褊 卑 兗 
明 湎 莫 兗 
明 緬 彌 兗 
明 湎 彌 兗 
溪 遣 去 演 
 
線韻 
聲母 歸字 上字 下字 
滂 騙 匹 面 
溪 譴 去 戰 
 
薛韻 
聲母 歸字 上字 下字 
幫 憋 毗 祭 
幫 憋 毗 世 
幫 鼈 并 列 
幫 憋 并 列 
幫 鱉 并 列 
幫 憋 蒲 袂 
明 滅 莫 列 
 
宵韻 
聲母 歸字 上字 下字 
幫 標 補 招 
幫 標 毗 沼 
幫 標 必 搖 
幫 驫 補 遙 

幫 飊 卑 遙 
滂 摽 必 招 
滂 漂 匹 遙 
滂 漂 必 遙 
滂 摽 必 遙 
並 瓢 毗 藥 
並 飄 匹 遙 
並 瓢 毗 遙 
溪 蹻 去 憍 
羣 翹 區 消 
羣 翹 巨 遙 
影 要 一 消 
影 要 於 消 
影 要 於 遙 
影 要 於 遙 
 
小韻 
聲母 歸字 上字 下字 
幫 表 彼 矯 
滂 縹 匹 小 
滂 縹 匹 沼 
明 淼 彌 小 
明 淼 彌 沼 
明 眇 彌 笑 
 
笑韻 
聲母 歸字 上字 下字 
滂 㬓 匹 昭 
並 驃 婢 妙 
並 驃 毗 妙 
 
侵韻 
聲母 歸字 上字 下字 
影 愔 伊 心 
影 愔 於 心 
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影 愔 於 林 
 
緝韻 
聲母 歸字 上字 下字 
影 揖 伊 入 
影 揖 一 入 
影 揖 於 入 
 
鹽韻 
聲母 歸字 上字 下字 
影 懕 於 捻 
 
琰韻 
聲母 歸字 上字 下字 
影 厭 伊 琰 
影 厭 於 琰 
影 黶 於 琰 
 
艷韻 
聲母 歸字 上字 下字 
影 厭 於 焰 
葉韻 
聲母 歸字 上字 下字 
影 厭 於 吹 
影 厭 於 葉 
 
清韻 
聲母 歸字 上字 下字 
幫 屏 步 冥 
幫 屏 蒲 經 
羣 煢 巨 営 
羣 頸 巨 成 
羣 瓊 巨 營 
影 孾 於 盈 
影 蘡 烏 盈 

影 縈 於 營 
 
靜韻 
聲母 歸字 上字 下字 
幫 屏 卑 領 
幫 屏 并 郢 
幫 屏 卑 領 
見 頸 吉 井 
見 頸 居 井 
見 頸 居 聖 
見 頸 吉 郢 
見 頸 居 郢 
影 癭 一 井 
影 癭 於 郢 
影 癭 於 井 
影 癭 於 盈 
 
勁韻 
聲母 歸字 上字 下字 
幫 屏 蒲 性 
幫 屏 蒲 政 
幫 併 卑 政 
幫 屏 瓶 政 
幫 併 并 政 
幫 屏 毗 政 
幫 併 卑 正 
幫 屏 卑 正 
幫 并 卑 聖 
滂 娉 匹 政 
滂 聘 匹 正 
並 偋 卑 井 
並 偋 毗 性 
明 詺 莫 政 
明 詺 彌 正 
見 勁 居 政 
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見 勁 九 政 
見 勁 居 聖 
曉 夐 休 政 
 
昔韻 
聲母 歸字 上字 下字 
幫 辟 補 益 
幫 辟 補 歷 
並 躃 蒲 益 
並 躃 卑 益 
並 躃 布 益 
並 闢 房 益 
並 躃 房 益 
並 闢 旁 益 
並 擗 旁 益 
並 闢 毗 益 
並 擗 毗 益 
並 椑 毗 益 
並 躃 毗 益 
見 爴 居 碧 
 
幽韻 
聲母 歸字 上字 下字 
見 樛 居 幽 
見 樛 堅 幽 
羣 虯 祇 幽 
羣 璆 巨 幽 
羣 虯 巨 幽 
 
黝韻 
聲母 歸字 上字 下字 
見 糾 居 酉 
見 糾 吉 黝 
見 糾 居 黝 
影 黝 一 糺 

影 黝 於 糺 
 
幼韻 
聲母 歸字 上字 下字 
影 幼 伊 謬 
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付録二：B類重紐反切一覧 
 
支韻 
韻母 歸字 上字 下字 
幫 羆 彼 皮 
幫 陂 彼 皮 
幫 陂 被 皮 
幫 碑 碧 眉 
滂 披 彼 依 
滂 披 普 義 
滂 披 普 悲 
滂 鈹 普 皮 
並 疲 蒲 碑 
明 糜 美 為 
明 縻 美 為 
明 糜 美 垂 
明 糜 眉 彼 
明 糜 美 撝 
見 媯 居 萎 
見 羈 居 奇 
見 羇 居 宜 
見 䩭 居 宜 
見 䛴 丘 倚 
溪 虧 丘 為 
溪 崎 丘 宜 
溪 攲 丘 宜 
羣 琦 巨 宜 
羣 鬾 渠 宜 
影 委 於 為 
影 萎 於 為 
影 逶 於 為 
影 欹 丘 宜 
影 痿 於 垂 
影 委 於 撝 
影 逶 於 撝 

曉 犠 許 宜 
 
紙韻 
韻母 歸字 上字 下字 
明 靡 眉 彼 
明 靡 文 彼 
明 靡 無 彼 
見 攱 居 偽 
見 詭 歸 委 
見 掎 丘 倚 
見 踦 居 綺 
見 詭 居 委 
見 攱 居 委 
羣 跪 巨 委 
羣 跪 具 委 
羣 跪 其 委 
羣 伎 其 綺 
羣 技 其 綺 
羣 技 奇 綺 
羣 技 巨 倚 
羣 伎 巨 綺 
疑 蟻 魚 綺 
疑 蟻 宜 綺 
疑 蟻 牛 綺 
疑 頠 魚 委 
疑 蟻 魚 倚 
疑 蟻 居 豈 
疑 蟻 牛 倚 
影 倚 衣 綺 
影 倚 於 奇 
影 倚 於 宜 
影 倚 於 蟻 
影 倚 於 綺 
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寘韻 
韻母 歸字 上字 下字 
幫 陂 彼 義 
幫 詖 彼 義 
幫 怶 普 義 
幫 怶 普 皮 
滂 帔 披 義 
並 賁 兵 媚 
並 賁 兵 義 
並 賁 彼 義 
見 䞈 歸 為 
見 寄 居 義 
見 䞈 居 位 
溪 㩻 居 偽 
羣 騎 奇 寄 
羣 騎 巨 寄 
羣 芰 其 寄 
疑 義 許 宜 
疑 偽 魚 位 
疑 誼 宜 寄 
影 餧 於 偽 
 
脂韻 
韻母 歸字 上字 下字 
滂 丕 普 悲 
滂 伾 普 悲 
滂 㔻 普 悲 
並 邳 苻 悲 
並 邳 步 悲 
明 麋 美 為 
明 麋 美 悲 
見 龜 居 追 
溪 巋 丘 軌 
 
 

旨韻 
韻母 歸字 上字 下字 
幫 鄙 悲 美 
幫 鄙 兵 美 
滂 噽 披 美 
並 否 悲 美 
並 否 皮 彼 
並 否 皮 美 
見 軌 居 洧 
並 圮 皮 美 
並 圮 皮 鄙 
見 晷 居 水 
見 晷 居 美 
 
至韻 
韻母 歸字 上字 下字 
幫 轡 彼 媚 
幫 轡 悲 媚 
幫 轡 兵 媚 
幫 秘 兵 媚 
滂 嚊 匹 俻 
並 俻 皮 秘 
並 備 皮 秘 
並 備 平 秘 
並 俻 平 秘 
明 魅 眉 秘 
明 媚 眉 秘 
見 覬 居 利 
見 驥 居 利 
見 冀 九 利 
溪 器 丘 利 
羣 匱 巨 位 
羣 籄 巨 位 
羣 暨 其 冀 
疑 劓 魚 利 
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疑 劓 疑 器 
疑 劓 魚 器 
疑 劓 魚 至 
影 懿 於 翼 
影 㦤 於 冀 
影 懿 乙 冀 
 
祭韻 
韻母 歸字 上字 下字 
見 猘 居 例 
見 罽 居 例 
見 罽 九 例 
溪 憩 丘 例 
 
真韻 
韻母 歸字 上字 下字 
幫 斌 彼 巾 
幫 彬 彼 巾 
幫 邠 彼 巾 
幫 邠 彼 巾 
幫 邠 普 巾 
幫 邠 甫 巾 
明 岷 美 巾 
明 珉 美 巾 
明 閩 美 巾 
見 巾 居 銀 
疑 嚚 牛 巾 
疑 銀 魚 巾 
疑 嚚 魚 巾 
影 贇 於 倫 
影 頵 於 倫 
 
軫韻 
韻母 歸字 上字 下字 
明 敏 眉 殞 

明 愍 眉 殞 
明 閔 眉 殞 
明 慜 眉 殞 
羣 菌 巨 殞 
羣 菌 其 殞 
羣 菌 於 盈 
疑 齗 宜 引 
 
震韻 
韻母 歸字 上字 下字 
羣 僅 巨 悋 
羣 饉 巨 悋 
羣 瑾 其 悋 
羣 僅 其 悋 
 
質韻 
韻母 歸字 上字 下字 
幫 筆 彼 密 
並 弼 平 密 
並 弼 皮 筆 
並 弼 皮 密 
明 滵 眉 筆 
見 吃 居 乞 
見 訖 魚 乞 
見 吃 居 乙 
羣 佶 耆 一 
羣 姞 巨 乙 
羣 姞 近 乙 
 
仙韻 
韻母 歸字 上字 下字 
溪 愆 丘 乾 
溪 褰 去 乾 
溪 騫 許 言 
溪 愆 丘 乾 
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羣 捲 居 轉 
羣 捲 居 兗 
羣 捲 去 拳 
羣 乾 巨 焉 
羣 虔 巨 焉 
羣 揵 巨 焉 
影 蔫 於 乾 
 
獮韻 
韻母 歸字 上字 下字 
並 辨 平 件 
並 辯 平 件 
並 辨 皮 變 
明 勉 眉 辯 
明 冕 明 辯 
見 卷 居 兗 
見 蹇 居 展 
見 蹇 丘 乾 
見 謇 居 輦 
見 蹇 居 輦 
見 蹇 九 輦 
疑 嵃 魚 蹇 
疑 巘 言 蹇 
 
線韻 
韻母 歸字 上字 下字 
幫 變 彼 辨 
並 卞 平 變 
疑 諺 魚 變 
疑 這 章 石 
疑 唁 魚 箭 
 
薛韻 
韻母 歸字 上字 下字 
幫 莂 彼 列 

見 紇 居 起 
見 揭 甘 列 
見 孑 居 列 
溪 朅 去 列 
羣 揭 乾 列 
羣 揭 巨 列 
羣 桀 其 列 
羣 揭 其 列 
疑 蘖 宜 列 
疑 孽 牛 列 
疑 孽 魚 列 
影 噦 於 劣 
 
宵韻 
韻母 歸字 上字 下字 
明 苗 眉 憍 
明 苗 美 憍 
見 嬌 居 妖 
見 驕 居 妖 
見 驕 魚 夭 
羣 僑 居 僑 
羣 喬 居 喬 
羣 橋 居 小 
羣 橋 九 小 
羣 僑 巨 憍 
羣 喬 巨 憍 
羣 橋 巨 憍 
羣 蕎 巨 憍 
羣 鐈 巨 憍 
羣 喬 其 憍 
影 妖 於 憍 
影 夭 於 憍 
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小韻 
韻母 歸字 上字 下字 
見 矯 居 小 
見 矯 居 少 
見 嬌 居 少 
影 夭 於 小 
影 夭 於 少 
影 殀 於 少 
影 夭 衣 小 
 
笑韻 
韻母 歸字 上字 下字 
明 庙 美 照 
羣 嶠 巨 照 
羣 嶠 巨 要 
 
侵韻 
韻母 歸字 上字 下字 
見 衿 居 吟 
見 襟 居 吟 
見 襟 告 吟 
見 禁 居 蔭 
見 禁 居 林 
溪 衾 丘 金 
溪 衾 丘 今 
羣 琴 巨 今 
羣 擒 巨 今 
羣 蠄 巨 今 
疑 吟 宜 今 
疑 吟 魚 今 
影 陰 於 禁 
影 瘖 於 金 
影 陰 於 今 
影 喑 於 今 
影 瘖 於 今 

寑韻 
韻母 歸字 上字 下字 
幫 禀 彼 錦 
幫 禀 匹 錦 
幫 稟 兵 錦 
羣 噤 巨 飲 
羣 噤 巨 飲 
羣 噤 巨 錦 
 
沁韻 
韻母 歸字 上字 下字 
羣 噤 其 禁 
影 飲 於 禁 
影 蔭 於 禁 
影 喑 於 禁 
影 癊 於 禁 
影 癊 杉 禁 
 
緝韻 
韻母 歸字 上字 下字 
見 級 居 及 
見 汲 居 水 
見 級 居 立 
見 级 居 立 
影 悒 於 立 
影 悒 於 及 
影 浥 於 及 
曉 吸 許 立 
曉 吸 許 及 
曉 吸 許 急 
 
鹽韻 
韻母 歸字 上字 下字 
羣 鉗 其 炎 
羣 黔 其 炎 
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羣 鈐 其 炎 
羣 鉗 巨 廉 
羣 黔 巨 廉 
羣 鉗 其 廉 
羣 黔 其 廉 
影 淹 於 廉 
影 閹 於 廉 
影 閹 於 撿 
 
琰韻 
韻母 歸字 上字 下字 
幫 貶 悲 撿 
幫 貶 兵 撿 
幫 貶 兵 掩 
見 瞼 魚 焰 
見 瞼 居 儼 
見 瞼 居 掩 
見 撿 居 奄 
羣 儉 其 奄 
影 掩 於 檢 
影 奄 於 撿 
影 掩 於 撿 
影 揜 於 撿 
影 渰 於 撿 
 
艷韻 
韻母 歸字 上字 下字 
幫 窆 方 焰 
疑 驗 居 奄 
疑 驗 魚 焰 
疑 噞 魚 焰 
 
庚韻 
韻母 歸字 上字 下字 
幫 兵 彼 平 

並 評 皮 兵 
並 平 皮 兵 
明 明 莫 兵 
見 荊 居 迎 
見 驚 居 影 
見 驚 京 影 
見 荊 居 英 
見 鯨 巨 京 
羣 勍 巨 京 
羣 擎 巨 京 
疑 迎 魚 京 
影 瑛 於 京 
 
梗韻 
韻母 歸字 上字 下字 
幫 炳 彼 永 
幫 秉 兵 永 
明 皿 眉 永 
明 皿 明 丙 
見 警 居 影 
見 儆 居 影 
見 警 京 影 
見 警 居 景 
影 影 於 景 
 
陌韻 
韻母 歸字 上字 下字 
溪 隙 去 逆 
溪 隙 丘 逆 
溪 隙 苦 逆 
溪 隙 丘 戟 
羣 劇 奇 逆 
羣 劇 巨 逆 
羣 屐 巨 逆 
羣 劇 其 逆 
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疑 逆 魚 戟 
 
幽韻 
韻母 歸字 上字 下字 
幫 彪 彼 休 
幫 彪 彼 幽 
幫 驫 補 幽 
 
幼韻 
韻母 歸字 上字 下字 
明 繆 眉 幼 
明 謬 美 幼 
 
 
 

蒸韻 
韻母 歸字 上字 下字 
幫 冰 彼 勝 
幫 冰 彼 陵 
並 馮 皮 證 
並 憑 平 陵 
並 馮 皮 陵 
並 馮 皮 冰 
並 凭 皮 證 
 
職韻 
韻母 歸字 上字 下字 
幫 逼 彼 色 
幫 逼 彼 力 
曉 閾 况 逼 
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